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（ まえがき ）少し前にある新聞社からいじめられている子に何かメッセージを書いて

ほしいと頼まれたが丁重にお断りした。 

僕はいじめっ子だった過去があり、いじめられっ子に馬乗りになっていたら、その子は

履いていた下駄で思い切り僕の頭を殴った、一瞬フラフラして、その子は走って逃げ

た、その時僕は目が覚めるほど衝撃を受け誰もが生死をかけて生きている、そういうこ

とに気づかされた一瞬だったと思う。世の中を見てみるとあまりにも常識的な「問い」と

「答え」にあふれ実は本当に考えるべきことを考えずに、考えなくてもいいことを考えて

いるのではないか、滑稽ですらある。先ずはどうでもよさそうなことから考えてみる、そう

いった視点が必要なのではないか、そうしたことで少しは世の中の見方が変わっていく

可能性があるかもしれない、そんなことを期待して本書に取り掛かることにした。 

１ 善悪二元論の限界 

＊明るさは滅びの姿 

～太宰治の鋭い感覚は幼い頃に母親から思い切り愛されなかったからこそ身に着いた、

不幸な経験がなければあれだけの作品を書く感性は備わらなかったという見方もで

きます。現代の日本については割合に明るいから日本は善くなっていると単純に結

びつけることは危険で本質を見誤る危険があります。 

善悪二つの物差しを持っていないと人間は非常に生きづらさを感じるものなのです。 

＊人間の精神は発達しない 

～安藤昌益の考え方によれば釈迦、キリスト、孔子達が いい事しか言わないのは世

の中に沢山悪いことがあら現れきたからだという。 

日本の現代は便利な時代にはなったが聖人君子の時代に比べて人間の精神は悪く

なる一方で 50年前に比べて凶悪な事件が頻繁に起きて、いい社会が来たとは言え

ない気がする。 

＊いい事ばかり言う人が増えている 

～文明や科学が発達し人の寿命も延びスピードの向上や感覚の領域を鋭敏にする 

装置や方法は留まるところを知らず、一方で人間の愚かさはとめどもなく大きくなり 

各国で競うように開発されている核兵器は人間の歴史を吹っ飛ばす可能性もある。 

＊「豊かさ」に隠されたもの 

～私は青春時代になって文学書の類を読むようになって親父から「お前、このころ覇気

がなくなった」と云われ、それが文学の毒だと自覚した、本を読む事で心が豊かにな

ると妄信するのは危険で、現実離れする危険もあり、善悪両面から物事自体を見る



見方が必要な時代です。 

＊あらゆるものに利と毒がある 

～自分の毒に責任を持つ・60 年安保闘争の終わった時に自殺した人が何人かいて、

知り合いから連絡を受けて葬式に出かけて親御さんから「あんたの本を読んだか

ら・・・まじめに勉強していれば」と怒りを面と向かって言われたことも、文学を読めば

心が豊かになる半面、毒もあるのです。お金も利と毒、人間にも善悪、職業を選ぶ

時も二面性を深く考える必要があります。 

＊運命に従う以外、いい生き方はない 

～前思春期に当たる 15～6歳ぐらいまでの母親又は母親代理の人の影響が一番大き

く、それ以降の人生は自分でつけ加え、修正することで生き方を変えていくことが 

出来ます。 

＊いいことはさりげなく、悪いことは大げさに 

～「教える毒」学校の先生や牧師さんの様な調子で話されたら息苦しくなってきます、

立場が上の人ほど、いいことをよい風に言ってしまうと身も蓋もありません。 

＊親鸞の未来性 

～「自然法爾（ほうに）」という言葉を使い、これは善悪を考える以前の事で宇宙の  

自然のままがいいのだ、という発想です。 

＊一方的な視点で見る危険性 

～オウム真理教の麻原彰晃はどういうつもりで事件を起こしたのか第 1 義的に解明し

なければならなかったが新聞で見る限り完全には解明されていません。 

２ 批判眼について 

＊「いいもの」は好き嫌いで判断できない何かを持っている 

～文句なしにいい作品というのは、そこに表現されている心の動きや人間関係というの

が俺にだけしか分からない、と思わせる作品です、第 1 級の作家だと思います。  

僕は文芸批判を通じて作家や作品をよく見て、もう一度自分の目で確かめます。 

＊身の回りの感じを大切にする 

～今回の不況がやってくる前迄は日本の 8～9割の人が自分を中産階級だと認識して

いたといいます。現在中産階級の下にある中級・下級はいまだに景気回復の恩恵は

受けずにかえって困っている状況です。 

＊批判眼を磨く 

～ニーチェの言葉に「歩きながら書かれた文章でなければ読む気がしない」 

～歩きながら考えるのは足を使う動きですが手を使うことも修練の一つです。 

感銘したところや、気持ちに引っ掛かってきたところを抜き書きしながら読むことは、 

修練になるような気がします。 

＊自己評価より低い評価を歓迎します 

～思想界の巨人とかいう私の呼び名は、他人が付けたもので一切歓迎しません。  



自分から離れ「どう言われてもいい」と思えるようになったら何にでも応募したらいい。 

＊起源を見れば本質が分かる 

～世界的に云えばマルクス、日本の生理学者で三木成夫、文学の柳田邦夫・折口信

夫は歴史問題についても起源を抑えています。人間の精神活動の起源は宗教です

から、それを的確にとらえて書いています。 

＊日本人の精神活動の起源は神道 

～神道と天皇は切っても切り離せない関係です。天皇は最初に国家ができた時の神

道の頂点に立つ人で、いわば神主さん、明治以降「神聖にして犯すべからず」という

ことになり神様のように扱われるようになった、それが終戦まで続いた。 

＊現在は成長する過程と深く関係している 

～親子関係でもどんなことがあるか、わかりませんが例え子供が殺人を犯しても最終

的には自分が責任を負う覚悟を決めています。 

＊悪妻か良妻かは見方次第 

～夏目漱石の奥さんの鏡子さんの「漱石の思い出」を読むと旦那として立つ瀬がない

と思う事ばかりで、日常的に仲が悪かったと分かるように書いてある。 

漱石は発作的に癇癪を起こすと「お前は実家に帰れ」と怒鳴っていた。 

＊戦争だけは全て悪だと断言する 

～先ず戦争をなくすために何ができるか、もう少し真剣に考えてみるべきです。 

３ 本物と贋物 

＊いい人と悪い人 

～男女問題だけでなく一般の人の人間関係もお互いが言いにくい事もキチンと云える

かどうかで、いい関係かどうか判断する基準を持っています。 

特定の主題によって人の全人格に対して好き嫌いを判定するような仕方はとらない

精神状態を保つようにしています。 

＊性格は変えられるか 

～民主党の小沢さんは党の代表になるときに「自分を変えます」と言って話題になった、

それは田中角栄から習った政治のやり方を身に着けていたからでしょう。 

＊田中角栄の魅力 

～アジア型の政治家はあまり小さい事は気にしません度量が大きく郷土の代表者だと

いう意識は失わない西郷隆盛が最初で中国にもそうした政治家タイプが多くいます。 

＊人の器の大小 

～大陸の人から見ると、日本人は頭もいいし、科学・技術も西欧並みに発達して先進

国なのに何処か包容力がない、と思われているようで、人間感と社会的な役職感は

別問題で、二つとも大切だということを日本の企業の人達がもう少し心得ていたら、

もう少し中国人とうまくやっていけるのではないかと思います。 

                                              （ 前編 ） 


